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活での具体的な不満の解決法を本人に指導するとともをこ,

家族に対 しては叱責より賞賛によって望ましい行動を定

着させてゆ くように助言を行っている.将来的には捜食

生活訓練なども必要であると思われる.

本例は2例とも難治性の神経症様症状を望 していたが,

学習障害の二次的情緒障害に基づ く症状であった.学習

障害者には通常の神経症愚老に用いられるような洞察的

な精神療法は無効なことが多く,認知発達のアソバラン

スに合わせて家庭,学校,職場などの環境を調整 したり,

生活の枠付けや社会生活訓練などが必要である. したがっ

て小児期のみならず,思春期や青年瓢 成人に達 した症

例についても,学習障害という視点から診断や治療方針

の検討を要する症例があることを指摘 した.

4)身体接触 を求め る分裂病患者 について
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第 2報では,母親に対する身体接触行動が認められた

32例の分裂病患者の臨床特徴について報告 した,今回は

そのような行動が認められた症例 (以下 ｢(+)群｣)と

認められない症例 (以下 ｢(-)群｣)とを比較検討 した.

【方法】外来通院車の患者で,従来診断による ｢分裂

病｣の診断が確定 している患者を対象とし '93年 4月

ま日-'9凌辱 3月3ほ にアンケ- 卜調査を実施 した."身

体接触''の定義は,触る,撫でる,軽 くたたく,抱 きつ

く,一緒の布団に入る等で,性行動や暴力は除外 した.

対象患者のうち,調査を見合わせた象 診断未確定例,

合併症のある老計33名を除外 した残 り190名について調

査 した (男性96名,女性94名).

E結果】① (+)群は32名,(…)群は 158名で,外来

分裂病患者の約15%に身体接触行動を認めた.② 調査

時の平均年齢は (+)群 26.7才,(-)群 36.0才,翠

均発症年齢は (+)群 19,2才,(-)群 24,2才で,輿

に (+)群が (-)群より低い,(卦 (+)群では女性患

者が多い.① 従来診断 :(+)群では破肢塾が56.3%,
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妄想型は000.し-1群では､破瓜型25.9%.妄想型35.4

_9-(ト 分校出離型3lOb.L5lDSM-Ⅲ1-R分頓 :治療開始

時点 日 +)群では分類不能塾が65.6%と圧倒的に多 く,

妄想塾は0%.ド )群では分額不能型が49.4%,つい

で妄想塾が31%.⑥ 調査時点 :両群共に残適塾が最 も

多い (各 40.6%,50%).寛解期にある患者が両群共に

約15%の率で存在 した.⑦ 接触行動の発現時期 :初期

陽性症状が消過 した後の疲弊抑欝期.⑧ 両群を通 じて,

母親iこ対 しては P(満iti＼,eに評価する患者が多い し各68.7

9｡,48.70dl.父親に対 しては.Ll1群では Ncgative

にとられる患者が46.8%だが,(+)群では離別や無回

答,また父親が来院 しない症例が多 く,父親との関係の

希薄さがうかがえた.

【考察】我 々が,/'l製病患者の中に,主に母親に対 し

て身体接触を求めていく患者がいることをこ注目したのは,

そうした患者の臨床特教をとらえ,その行動の意味を探

ることで,予後の予測や治療に役立てられないか,とい

う仮説を立てたからである.

今回の調査では,身体接触行動を示 したことのある患

者は,外来分裂病患者の約15%を占め,破瓜塾近縁の若

年発症の患者に多いという結果が得 られた.病塾の比較

では,治療開始時には (+)群では破瓜塾もしくは分類

不能型が多 く,(-)群では妄想型がかなりの部分を占

めるという病塾分布の差が認められたのに対 し,調査時

をこぼ,両群素に残通塾が最も多 く,(+)群40%,ド )

群50%と,近似 した債であった.寛解状態にある者の率

も約15%でほぼ同率であった.すなわち,(+)群 も

(-)群 もその予後をこ著 しい差異はないという結果が得

られた.

今後はさl:.)に,MatchingMethodをf削 ､た比較や.

(+)群の個々の症例の経過を prospectiveに観察する

ことが必要であろう.

5)抗精神病薬服鳳 患者 におけ る高脂血症,肥

満,糖尿病の発生 とイ ンス リンとの関係 に

ついて
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今回われわれは,抗精神病薬服用患者における高脂血

症,肥満,糖尿病の発生メカニズムについて検討 した.

対象はT病院に入院中の DSM-孤-Rの診断基準で精

神分裂病と診断された27例 (男18例,女9例.男性の4

例は糖尿病で経口糖尿病薬を服用 している)で,平均年


